
【特許請求の範囲】
【請求項１】２次元的に拡がる所定の照明パターンを記
憶する照明パターン記憶手段と、
観測視野に対して前記照明パターン記憶手段に記憶され
た照明パターンを照射する投光手段と、
観測視野に生成された明るさのパターンを撮像するため
の撮像手段と、
撮像手段による撮像パターンを記憶する撮像パターン記
憶手段と、
撮像パターン記憶手段に記憶された撮像パターンと照明
パターンとの間の変換関係を検出する変換関係検出手段
と、
前記変換関係検出手段で検出した変換関係に基づいて前
記照明パターン記憶手段内の照明パターンを調整する照
明パターン調整手段とを具備して成り、

前記変換関係検出手段は、前記撮像パターン上で前記照
明パターン上の点に対応する点を検出するための座標変
換を行う座標変換手段と、前記照明パターン上の明るさ
とこれに対応する撮像パターン上の点の明るさとを用い
た明るさ変換を行う明るさ変換手段とを備えて成る照明
制御装置。
【請求項２】前記投光手段は、ビデオプロジェクタであ
る特許請求の範囲第１項記載の照明制御装置。
【請求項３】前記照明パターン調整手段は、前記照明パ
ターン記憶手段内に均一照明を得るための照明パターン
を設定する特許請求の範囲第１項記載の照明制御装置。
【発明の詳細な説明】
〈産業上の利用分野〉
この発明は、照明光の下で物体を撮像してその画像を処
理するための画像処理システムに関連し、殊にこの発明
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は、撮像対象の物体を照明するための照明パターンを制
御するのに用いられる照明制御装置に関する。
〈従来の技術〉
一般に撮像対象の物体へ照明を施す場合、その照明が不
均一であると、種々の不都合が生じる。例えば画像を２
値化処理して物体と背景とを切り分ける際、背景部分に
恰も物体が存在するような２値画像が生成されることに
なる。このため撮像対象の物体へ、その画像上で照明む
らが生じないような均一照明を施すことが必要となる。
これを実現するのに、従来は照明源の位置，大きさ，形
状等を試行錯誤で調整する等の方法がとられている。
〈発明が解決しようとする問題点〉
ところが試行錯誤による調整では、作業負担が大きく、
また外乱光の変動が生じる毎に調整をやり直す必要があ
る。しかもいかに時間をかけて調整しても、照明を適正
な均一状態に設定するのは困難である。
この発明は、上記問題を解消するためのものであって、
自動的に均一照明の理想状態を設定できる照明制御装置
を提供することを目的とする。
〈問題点を解決するための手段〉
この発明の照明制御装置は、２次元的に拡がる所定の照
明パターンを記憶する照明パターン記憶手段と、観測視
野に対して前記照明パターン記憶手段に記憶された照明
パターンを照射する投光手段と、観測視野に生成された
明るさのパターンを撮像するための撮像手段と、撮像手
段による撮像パターンを記憶する撮像パターン記憶手段
と、撮像パターン記憶手段に記憶された撮像パターンと
照明パターンとの間の変換関係を検出する変換関係検出
手段と、前記変換関係検出手段で検出した変換関係に基
づいて前記照明パターン記憶手段内の照明パターンを調
整する照明パターン調整手段とを具備して成り、前記変
換関係検出手段は、前記撮像パターン上で前記照明パタ
ーン上の点に対応する点を検出するための座標変換を行
う座標変換手段と、前記照明パターン上の点の明るさと
これに対応する撮像パターン上の点の明るさとを用いた
明るさ変換を行う明るさ変換手段とを備えている。
〈作用〉
照明パターン記憶手段に記憶された内容に基づき、観測
視野に２次元的に拡がる照明パターンが照射されると、
変換関係検出手段の座標変換手段により、撮像パターン
上で照明パターン上の点に対応する点が検出され、つい
で明るさ変換手段により、これら対応する２点間の明る
さを用いた明るさ変換が行われる。照明パターン調整手
段は、この座標変換と明るさ変換との結果に基づき、前
記照明パターンを調整するので、画像上に照明むらの生

じない均一照明の適正状態が自動的に生成されることに
なる。
〈実施例〉
第１図は、この発明の一実施例にかかる照明制御装置の
全体構成例を示すもので、投光器1,テレビカメラ２およ
び，制御装置３とから構成されている。
投光器１は照明光を観測視野４へ照射するためのもので
あり、またテレビカメラ２は観測視野４に生成された明
るさのパターンを撮像するためのものである。この実施
例の場合、前記投光器１にビデオプロジェクタが用いて
あるが、これに限らず、光源の前方に液晶パネルを配置
したような構成のものであってもよい。
制御装置３は、上記投光器１の投光動作やテレビカメラ
の撮像動作を一連に制御するためのものであり、第２図
に示す如く、マイクロコンピュータのCPU5を制御主体と
し、RAM6やROM7から成るメモリ，カメラインターフェイ
ス8,画像メモリ9,投影メモリ10,投影インターフェイス1
1などの各構成を含んでいる。
前記投影メモリ10には観測視野４に対する照射パターン
が設定され、この照明パターンは投影インターフェイス
11を介して投光器１に与えられて、その照明パターンに
応じた照明光が観測視野４へ照射される。この照明下の
観測視野４はテレビカメラ２で撮像され、観測視野４に
生成される明るさのパターンがカメラインターフェイス
８を介して画像メモリ９に取り込まれて記憶される。
前記CPU5は、第３図に示す如く、投影メモリ10上の点Ｐ
（xy座標系の（x,y）の座標位置に存する）と画像メモ
リ９上の点Ｑ（ab座標系の（a,b）の座標位置に存す
る）との間の座標変換と、投影メモリ10上の点Ｐの明る
さ（図中,Mで示す）と画像メモリ９上の点Ｑの明るさ
（図中,Nで示す）との間の明るさ変換とに基づき均一照
明を得るための照明パターンを投影メモリ10に設定す
る。
いま投影メモリ10上の任意の投影点Pi の座標を（xi ,
yi ），画像メモリ９上のその撮像点Qi の座標を（ai ,
bi ），投影点Pi と撮像点Qi との間の座標変換を〔Ｔ〕と
すると、つぎの関係式が成立する。

この場合に投影メモリ10と画像メモリ９との間に三点以
上のｎ個の対応点が存在しておれば、上記 式はつぎの
式で表せる。
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この 式において、

と置くと、前記 式はつぎの 式で表される。
〔Ａ〕＝〔Ｔ〕・〔Ｒ〕‥‥
この 式を解くことにより、座標変換〔Ｔ〕はつぎの
式で得ることができる。
〔Ｔ〕＝〔Ａ〕・〔R〕

t
・〔〔Ｒ〕・〔R〕

t
〕

-1
‥‥

なお上式中、〔 〕
t
は転置行列を、また〔 〕

-1
は逆行

列を、それぞれ示す。
つぎにこの座標変換〔Ｔ〕を用いて、明るさの変換テー
ブルＫ（x,y）をつぎの手順で生成する。
ここで座標変換〔Ｔ〕を

とし、まず第３図に示す投影メモリ10上のＰ点の明るさ
Ｍ（x,y），この点Ｐに対応する画像メモリ９上の点Ｑ
の明るさをＮ（a,b）とする。このとき明るさの変換テ
ーブルＫ（x,y）はつぎの 式で定義される。
Ｋ（x,y）＝Ｎ（a,b）/M（x,y）＝Ｎ（t11 x+t12 y+t13 ,t
21 x+t22 y+t23 ）/M（x,y）‥‥
つぎに外乱光のある状態を考える。いま投影メモリ10の
内容がゼロの状態、すなわちＭ（x,y）＝０の状態で、
画像メモリ９の内容が外乱光の影響でN0 （a,b）の値を
とったとする。この状態下で画像メモリ９の内容を所望
の一定値N1 に設定するためには、投影メモリ10の内容は
つぎの 式で与えられることになる。
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第４図は、上記座標変換〔Ｔ〕および明るさ変換テーブ
ルＫ（x,y）を求めることによって、均一照明を得るた
めの照明パターンを生成する手順を示している。
まずステップ１（図中「ST1」で示す）でCPU5は投影メ
モリ10上の所定の座標位置に参照点を投影した後、投光
器１を作動させて観測視野４へスポット光を投射する。
このスポット光をテレビカメラ２で撮像して、画像メモ
リ９上にその像点を生成し、その座標位置を求める（ス
テップ２）。上記の参照点を座標変換〔Ｔ〕を求めるに
十分な個数だけ設定して同様の処理を行うと、ステップ
３が“YES"となり、CPU5は各参照点および各像点の座標
データを用いて所定の演算（ 式参照）を実行し、座標
変換〔Ｔ〕を算出する（ステップ４）。
つぎのステップ５でCPU5は投影メモリ10上の所定の座標
位置に所定の明るさを設定し、投光器１を作動させて観
測視野４へその照明光を照射する。この観測視野４に生
成された明るさのパターンはテレビカメラ２で撮像さ
れ、その撮像内容が画像メモリ９上に記憶される。つぎ
のステップ６でCPU5は前記投影メモリ10上の明るさ設定
点に対応する画像メモリ９上の点を座標変換〔Ｔ〕を用
いて算出した後、その点の明るさを求め（ステップ
７）、さらに両対応点の明るさから所定の演算（ 式参
照）を実行して明るさ変換テーブルＫ（x,y）を算出す
る（ステップ８）。
かくしてCPU5は、上記座標変換〔Ｔ〕および明るさ変換
テーブルＫ（x,y）を用いることにより、外乱光の存在

下でも画像メモリ９上の各座標位置の明るさが一定値と
なるような照明パターンを算出（ 式参照）して投影メ
モリ10上に設定するもので、これにより照明むらのない
均一照明を得ることができる（ステップ９）。
〈発明の効果〉
この発明は上記の如く、２次元的に拡がる照明パターン
を照射して得られる明るさパターンを撮像し、この撮像
パターン上で照明パターンに対応する点を座標変換によ
り検出した後、これら対応点の明るさ変換を行って、照
明パターンを調整するようにしたから、自動的に照明パ
ターンを適正状態に調整でき、作業負担を軽減すると共
に、外乱光が変動しても入手による再調整が不要な均一
照明を実現できる。しかも記憶手段に記憶された照明パ
ターンを用いて上記の処理を行うので、２次元的な拡が
りを持つ任意の照明パターンの明るさを調整することが
可能となる等、発明目的を達成した顕著な効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
第１図はこの発明の一実施例にかかる照明制御装置の構
成を示す説明図、第２図は制御装置の構成例を示す回路
ブロック図、第３図は座標変換並びに明るさ変換の原理
を示す説明図、第４図は均一照明を得るための照明パタ
ーンを生成する手順を示すフローチャートである。
１……投光器、２……テレビカメラ
３……制御装置、５……CPU
９……画像メモリ、10……投影メモリ
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【第１図】

【第２図】
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【第３図】

【第４図】
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